（自治基本条例市民検討チーム）第１０回準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年４月１２日（水）午後６時　～　８時５０分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎２階　２０１会議室

	出席者：荒井、植木、春日、小泉、児島、幸道、宅見、橋爪、平井、増田、柳下

欠席者：国友、松山
議事進行記録担当：（司会）児島、（司会・記録補佐）小泉、（記録）幸道
傍聴者：大窪　　　事務局：戸原、植松、小村、茶木、渡邊、征矢　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

○　前回提示された会則案を基に逐条検討を行い、次のような案に決定した。

鎌倉市自治基本条例策定市民会議会則（案）
（目的）第１条、本会は、市民と市の協働作業によって、（仮称）鎌倉市自治基本条例の素案を策定することを目的とする。
【「市民と市の協働作業によって」を入れるかどうか意見が分かれた。】

（会の名称）第２条、本会の名称は、鎌倉市自治基本条例策定市民会議とする。

（会員）第３条、本会の会員は、鎌倉市の呼びかけに応募した者をもって会員とする。
【「鎌倉市の呼びかけに応募した者をもって」を入れるかどうか意見が分かれた。】
ただし、この会の趣旨に賛同する者で参加を希望する者の参加は妨げない。
【今後会員の出入りを自由にするかどうかを全体会に諮って検討しようとする趣旨から、ただし書きを残すこととした。】
（組織）第４条、本会に次の会議を置く。
全体会　会員の参加により、基本的事項を決定する。
部　会　策定作業の必要に応じ部会を置く。
運営委員会　本会の円滑な運営、推進に必要な事項の企画、提案と調整機能を担う。
【部会、運営委員会の役割と位置付けから考えられる配列の順番について意見が分かれた。】
（役員）第５条、本会に次の役員を置く。役員の選考は全体会で行う。

代　表　　１名　本会を代表する。
副代表　若干名　代表を補佐し、代表に事故ある時は代表に代わってその任を代行する。

（評決）第６条、本会の会議の評決は、全会一致を原則とする。
ただし、やむを得ない場合には、出席者の過半数以上の同意とする。
【会員を１０７名で固定するかどうか、また、現実的な対応を想定しても考える必要がある。】
（事務局）第７条、本会の事務局は、市経営企画課に置く。
（その他）第８条　この会則に定めるもののほか、必要な事項は運営委員会又は全体会で定める。
付　則
この会則は、平成18年4月20日の自治基本条例市民検討チーム全体会の承認を得て発効する。

○　次回「全体会議」に向けての検討まで行う時間がなかったため、１７日（月）にもう一度準備会を行い、①会則案の確認、②「全体会議」の進め方について行うことになった。

なお、「全体会議」の進め方については、①これまでの準備会の報告、②会則の承認、③運営委員会のメンバーの選出、④意向調査（自己紹介シート）の配布、⑤全体会を4～5グループに分けての意見交換会を誰がどのように進めるか検討する必要がある。


	特 記 事 項

１　次回第11回準備会の開催

日時・場所：平成１８年４月１７日（月）午後６時～８時　２０１会議室
議事：次回「全体会議」に向けての準備会の作業（グループ分けほか）と分担
議事進行記録担当：宅見、橋爪、平井
２　次々回の「全体会議」は５月１６日（火）を候補とする。


